
今回の遊文通信は…
⃝印刷会社流！！情報発信の成果
⃝制作チームの新しい仲間

▲ バックナンバー。内容・デザインともに進化しています。

◀︎ 記念すべき
『遊文通信』創刊号。

プラスαを追い求めて

私たち遊文舎は印刷会社であり、事業の基本はお客様のリク
エストに基づいて印刷物を作ることです。2010 年当時は今ほ
ど電子化も進んでおらず、小ロット生産の技術もまだ黎明期で
した。それなりの大口案件需要はあっても同業者も多く、業者
間の差異が分かりにくい状況でした。できあがった製品につい
ての差異がほぼないとなるとどうしても価格競争になってしま
います。そこから脱却し、自社の商品サービスの価値をお客様
に認めていただくにはどうすればよいか、頭の痛い時期でした。

食べ物屋さんにいけばそれなりに美味しいものがでてくるの
と同じで、印刷屋さんに頼めばそれなりに綺麗な印刷物があが
ってくるのは当たり前のこと。「うちの印刷は綺麗です」という
のは「うちの料理は大阪一美味しい」と言っているのと同じこ
と。それはお客様が決めること。綺麗だの美味しいだのは当た
り前のことで、商品サービスの価値はそれプラスアルファのと
ころを磨かないといけないのではないかと悩んでいました。

柔軟に『社・内外報』誕生

その迷路のような悩みの中から「原稿制作」に取り組んでみ
ようと思い付きました。原稿はお客様が作るものであり、それ
を受け取って印刷物を作るのが印刷会社の仕事。もとより企画
会社のような川上には立てないのですが、自分たちでも原稿を
作れる、書ける、撮れる経験を積み、お客様と目線を合わせ、
共働して苦労を分かち合うことはできないか。そのような思い
の一端として、自社の独自媒体である広報ツール、『遊文通信』
が産声をあげました。

発行の頻度は原則毎月（繁忙期を除く）とし、必ず継続し
ようと決めました。誰かに依頼されて発行するものではない
ため、意志を強く持たないと自然消滅してしまいます。編集
長は顧客接点を持つ営業が持ち回りとし、自らが編集者とな
って印刷物を定期的に発行することの大変さを経験すること、
知見を積むことが目的です。読者は、まずお客様・「なにかあ
れば」という潜在的お客様・取引先様・遊文舎の従業員一同・
その他の方々です。社・内外報として柔軟な発想でコンテンツ
を整備してゆこうと定めました。
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株式会社

2010 年 10 月に創刊した遊文舎のニューズレター『遊文通信』も早や 13 年、通算 136 回の発行となりました。「継続は力なり」を合言葉
にスタッフと協力しつつ発刊を重ね、苦労もありましたが、得たものも大きかったと思います。今号ではこれまでの経緯と、広報活動により
得られた弊社なりの成果をお伝えいたします。　
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情報発信の成果
『遊文通信』発行開始 13 年を経て思うこと



新しい仲間
制作
チームの

13 年継続して培ったもの

当初は紆余曲折ありましたが、発行のサイクルが定着し、
お読みいただいた皆さまから反響が入りだすのにそう時間は
かからず、営業もデザイナーも積極的に取り組んでくれるよ
うになりました。それまで担当営業を通じての情報でのみ遊
文舎を知っていただいていた社外の皆様が、遊文舎スタッフ
の紹介や各種催しの記事をお読みくださり、より親しくイメ
ージしていただけるようになりました。広報の趣旨である認
知と理解を深め、社内・社外相互の信頼関係を築く一助とな
っていったように思います。

またそれまで原稿や校正戻りに対して待ちの姿勢が中心だっ
た営業にも変化が訪れ、お客様の事情をより慮り、現場と調整
して柔軟な対応ができるようになっていきました。お客様との
会話の質量に変化が起こり、企画力や提案力も徐々に身に付き、
当初は名刺の肩書だけだった「企画営業」という職種が内実化
して、少しずつ成果を出せるように成長していきました。同時
に、デザイナーの力量もクリエイティブにアップしていったこ
とが相乗効果を齎しました。お客様の困りごとを解決していく
印刷会社として歩みだしていけたと思っています。

情報発信の充実に向けて

コロナ禍が収束し、世の中にも印刷業界にも大きな変化が訪
れています。デフレが長かった日本において、これまでは考え
られなかった負の事象が次々と噴出しているようです。ダーウ
インの「唯一生き残ることが出来るのは、変化できる者である」
という言葉を待つまでもなく、私たち遊文舎もその変化の荒波
に飲み込まれることなく、みずから強かに変化していかねばな
りません。

来年はじめには YOU TUBE チャンネルを立ち上げ、『遊文
通信』と連動して情報発信に磨きをかけていきたいと考えて
います。皆さまがたのお役に立てるクオリテイの高い情報提供
ツールとして、コンテンツの充足を図ってまいります。その一
連の取り組みの蓄積によりお客様への商品サービスの質の向上、
社内外との共存、さらに成長・発展に向けて情報発信＝広報
活動を充実させていく決意です。

スタッフ一同しっかり協力して前向きに事に当たり、着実
に前進して参りますので、今後とも遊文舎及び『遊文通信』
をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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ピラティス

去年の 11 月に派遣社員として入社、今年の 6 月から正社
員としてお世話になっています北村と申します。制作の
Windows チームに所属しています。

もともとは京都の印刷会社で組版をしていました。双林（当
時の社名はまだ双林印刷社）さんは取引先の一社でした。こ
ちらに入社してから双林さんが今は遊文舎の京都支店になっ
ていることを知って大変驚きました（私が当時やりとりをし
ていた方は今いらっしゃいません）。まさか大阪の会社で、
取引があった会社とつながる（ましてやその会社で働く）こ
とになるなんて思いもしませんでした。

京都の会社を退職後、ピラティスにはまり（ピラティスは
ヨガに似たエクササイズです）、週 1 回程度の単発的なもの
ですが、ピラティスのインストラクターをしていたことがあ
ります。今は外でピラティスを受けてはいませんが、勉強し

たおかげで自宅でたまにしています。興味がある方はお声を
お掛けください。一般的にはヨガの方が有名ですが、個人的
には老若男女問わずピラティスの方をおすすめします！機会
があれば是非やってみてください。

歩くことも好きです。昼休みは会社から出て歩き回って
から午後の仕事にかかるのを日課にしています。

かつてしていた仕事に内容は似ていても、遊文舎での頁物
組版は昔いた会社よりも数段レベルが高く勉強の毎日です。
まだまだ分からないことも多く、周りの方に助けていただき
ながら業務をこなしています。少しずつでもさらに色々な
知識や技術を身に付け、社内のみならず、お客様にも安心し
て仕事を任せてもらえるよう精進していきたいと思います。
まだまだご迷惑やお騒がせすることもあるかと思いますが、
どうぞよろしくお願いいたします。
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■今月の紙
■編集後記

あっという間に今年も11月に差し掛かりました。1年が終わるのは早いですね。2023年も残すところあと2か月！
やり残したことがないよう1日1日大事に過ごしたいと思います。今号は『遊文通信』の発行13年を振り返ってみま
した。遊文舎ホームページのホーム最下段にバックナンバーすべてアップしていますので、ぜひごらんください。
次号もお楽しみに！ （営業　原田）


